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   平井川整備工事（その３４） 

工事場所：あきる野市草花地内  

㈱上坂重機開発  現場代理人 上坂 裕次 

本工事はあきる野市草花地内を流れる平井川整備工事です。 

工事概要は、施工延長３８０ｍ、河床掘削及び左岸の多自然型護岸

工事です。 

安全パトロールの当日は、護岸のカゴマット多段積工の施工中で

した。 

カゴマット工は、開削４～５ｍを行い一段５０㎝のカゴマットを

ひな段状に九段積み上げる工法で、最上段では４．５ｍになり転落

の危険があるため親綱を設置し、前面での作業禁止などの安全対策

を行い、掘削法面には養生シートの設置を行い、その際にも転落の

危険性があるため同様の対策を行うことで常に安全面において注

意を払って参りました。昨年の十二月中旬よりカゴマット工が始ま

り、現時点で終盤に近付いて緊張する現場の中、気持ちの糸が切れ

ぬよう努めて参りました。安全パトロールを実施して頂いた際に

は、様々な箇所を確認してもらったのでより一層気が引き締まりま

した。今後カゴマットの作業が終了すれば、転落などによる危険性

は少なくなりま 

すが、これから 

も重機災害等多 

くの危険が予想 

されます。 

これからも工 

事完成に向けて 

“事故０”を目 

指して現場を注 

意深く見守り、 

常に安全対策に 

努めて参ります。 
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道路改修工事及び電線共同溝設置工事 

（西－箱根ヶ崎駅広の５） 

      工事場所：瑞穂町箱根ヶ崎地内  

     ㈱村尾重機  現場代理人：雙木 孝治 

この度は、年度末のお忙しい中、組合災害対策安全委員会の皆様、

安全パトロールありがとうございました。 

 本工事は、箱根ヶ崎駅前を中心として、525.13m の道路改修及び

電線共同溝設置工事です。 

 当工事は箱根ヶ崎駅と隣接しているため、第三者の往来も多く店

舗や病院、保育施設、一般住宅が多く立並んでいます。 

 さらには、幹線道路や町道とも隣接しているため、一般車両や大

型車が 1日を通して多く往来しています。安全管理においては、現

場職員はもとより現場従事者全員の安全意識向上と共有を常に意

識して日々進捗させています。 

  
 

 

 

そのなかで、一般の方から少しでも印象を良くするため、初めに従事者の身な

り言葉遣いに心がけ、特に歩行者等の第三者誘導が必要な場面では必ず声掛けを

行うよう指導しています。 

 常設作業帯では閉鎖管理を常に行い、日々施工箇所が変わる規制では常に一般

の方の通行を少しでも円滑に出来るように配慮しています。 

また、沿道住民の方や、関係機関へのお知らせや連絡を密に行い、地域内のコミ

ュニケーションを日頃より継続し 

て行い、工事の進捗状況や今後の 

予定について常に周知を行ってい 

ます。その成果もあって、着手時 

点から工事に対する苦情やトラブ 

ルもなく進捗しています。 

現在では工事完了に向け、現場 

も最盛期を迎えています。 

 職員、協力会社一丸となり安全 

対策を行い、常に第三者を優先し 

無事故・無災害で工事完了出来る 

よう努めます。 
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「建設産業図書館」のご案内 

東日本建設業保証(株)が運営している日本で 

唯一の建設系図書館の紹介です。 

建設産業図書館では、当ホームページ内で無料 

 会員登録を行っていただければ、宅配サービを使 

って、ＤＶＤ等の無料貸し出しを行っております 

ので、新規入場者教育から毎月の安全大会などに 

ご活用下さい。 

 ＊安全教育関連のビデオ、ＤＶＤは、現場の安全 

対策用、社員教育として活用下さい。 

＊ホームページからキーワード（安全教育ビデ 

オ・ＤＶＤ）で検索できます。 

 ＊貸出期間は、２週間です。 

とくに安全関係ＤＶＤなどをご利用の場合はご 

使用日から逆算してお申込下さい。 

  貸出日の指定は、承っておりません。 

東日本建設業保証㈱建設産業図書館 

 電話０３－３５４５－５１２９ 

URL/http:/www.ejcs.co.jp/library/cil.html 
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 ３ 月 事 業 報 告  

１１日 広報委員会 ２６０号編集発行 

１１日 東日本大震災の追悼行事  

全組合員で黙祷実施 

１４日 総務委員会 

１６日 理事会 

２４日 事業委員会 

３０日 西建協・若手経営者の会 役員会 

  ４ 月 事 業 計 画  

８日 広報委員会 ２６１号編集発行 

１１日 正副理事長・委員長会議 

１５日 「西多摩 建設マイスター」募集締切 

１８日 総務委員会 

１９日 事業委員会 

２０日 理事会 

西多摩建設業協同組合 第 50 回通常総会開催 

月  日   ５月１８日（水曜日） 

会  場  青梅市福祉センター ３階  

総 会  うめの間   １６時 

懇親会 ふようの間  １８時から 

 

西建協若手経営者の会 第２３回定期総会  

    月日   ５月２４日（火曜日） 

会場  建設会館 ３階会議室 

 

 

～西多摩から被災地へ～

２０１６．３.１１
―西多摩建設業協同組合―

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2016 年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース 

基礎講義 ６月２３日（木）～７月１４日（木） 

      １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１９日（火）～１０月１１日（火） 

◎宅地建物取引主任者本科コース  

本講義 ４月下旬（水）～９月２１日（水） 

         １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎２級建築施工管理技士コース 

    講義日時 基礎講義 ９月６日（火）～９月２０日（火） 

      １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

      本講義 ９月２３日（金）～１１月６日（日） 

1 級土木・2級土木・1級建築施工・2級建築施工の講座 

は『建設労働者確保育成助成金』の対象講座ですので、 

学費の８０％が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として、 

青梅校を開講（７年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡 

をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

      日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

『コストダウンセミナー』のお知らせ 

       主催者 東京建設業協会第７支部 

東日本建設業保証株式会社 

  実データで学ぶ「実行予算作成から 

その原価管理の方法について」 

  工事ごとのコスト管理がとても大切な時代となりました。 

しかし、その具体的な手法や教育方法は企業ごとのノウ 

ハウとして閉ざされています。 

  このセミナーでは、実際の現場に即したコスト管理を行 

うためのポイントを具体的な事例を交えて解説し、コス 

ト管理における知識の向上を図ることを目的とします 

開催日時  

平成２８年５月１７日（火）13 時 30 分～15 時 30 分 

（13 時より受付開始） 

会場  立川グランドホテル ４階「スカーラ」 

   講師  宮脇 貴代之 氏 

（株式会社建設経営サービス 提携講師） 

   対象  経営者、経営幹部、現場技術者 

   受講料 無料  定員 ５０名 

 

 

東日本大震災 追悼行事実施  （災害対策安全委員会） 

 


